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京都縦貫自動車道
綾部安国寺ＩＣ～京丹波わちＩＣ、L=約7.7km

平成20年9月13日供用

阪神高速道路８号京都線
稲荷山トンネル（山科～鴨川東）、L=約2.7km

平成20年6月1日供用

高規格幹線道路等ネットワーク

 
平成２０年度供用区間
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中部縦貫自動車道
上志比～勝山市間、L=約7.9km

平成20年度供用予定

神戸空港

白浜空港

東播磨港

関西国際空港

姫路港

阪南港

有田港

和歌山下津港

舞鶴港

敦賀港

阪神港

大阪国際空港



開通時の新聞報道より開通時の新聞報道より

新名神高速道路（亀山JCT～草津田上IC間49.7ｋｍ）

 
2月23日開通!!

開通後６ヶ月の渋滞状況の変化開通後６ヶ月の渋滞状況の変化

読売新聞(2/24)
『

 

地域活性化に期待の声』

京都新聞(2/23)

『関西と中部結ぶ新たな大動脈

 
に』

平成20年2月23日開通
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毎日新聞(2/24)
『

 

甲賀中心に“新名神効果”

企業立地など年々進展』

産経新聞(2/24)
『

 

産業・観光振興に期待』
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豊田Ｊ～一宮Ｊ

※新名神開通前：平成１９年３月１日（木）から８月３１日（金）までの渋滞回数・渋滞量を記載。
新名神開通後：平成２０年３月１日（土）から８月３１日（日）までの渋滞回数・渋滞量を記載。

※データは、名神集中工事期間、東名阪リフレッシュ工事期間を除く
・名神集中工事期間

 

新名神開通前：平成19年5月21日(月)～6月2日(土)

 

、新名神開通後：平成20年5月12日(月)～5月24日(土)
・東名阪リフレッシュ工事期間

 

新名神開通前：平成19年6月4日(月)～6月16日(土) 、新名神開通後：平成20年5月26日(月)～6月7日(土)
※渋滞量：渋滞の規模を示す指標（[最大渋滞長]×[渋滞時間]/2）
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四日市Ｊ～亀山Ｊ亀山JCT～四日市JCT

一宮JCT～豊田JCT草津JCT～一宮JCT吹田JCT～草津JCT
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・新名神高速道路の半年間の平均交通量は約29,000台/日で利用が定着

・名神高速道路の渋滞回数は草津JCT以東では昨年度に比べ約７割減少

 
するなどの効果

約20分
34km短縮

160km 1時間42分

1時
間

20分

125km



開通時の新聞報道より開通時の新聞報道より

料金割引社会実験の概要料金割引社会実験の概要
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※ＡまたはＢ区間のみ利用した場合のＥＴＣ割引料金

 

は、鴨川東～上鳥羽区間が完成するまでの期間の

 

みの適用

京都新聞（6/3）
式典や記念イベントで完成を祝った。

 
「トンネルウォーク」では約９千人の

 
市民らでにぎわった。
今後は早期の全体完成が課題。

稲荷山トンネル坑口（山科側）

阪神高速8号京都線（稲荷山トンネル2.7ｋｍ）

 
6月1日開通!!



開通時の新聞報道開通時の新聞報道位置図位置図

朝日新聞（9/14）
『北部活性化へ道開く

 

』

読売新聞(9/14)
『

 

全路線の７割完成』

京都新聞(9/13)

『府南北もっと近く』

整備効果整備効果

4

約１５分
短縮

約１５ｋｍ
約２５分

約８ｋｍ
約１０分

開通区間開通区間

至宮津市

至京都市

L=7.7km

京都縦貫自動車道（綾部安国寺IC～京丹波わちIC間7.7ｋｍ）

 
9月13日開通!!



京都縦貫道

料金割引の概要と対象路線（高速道路）

5
注：割引対象の一般有料道路について、一部の割引適用が平成20年11月11日以降となります。

平日夜間割引・平日深夜割引・休日深夜割引・休日昼間割引
平日夜間割引・平日深夜割引・休日深夜割引
早朝夜間割引適用※

休日昼間割引対象外区間

※

 

100km以内の路線のため、原則として早朝夜間割引（５割引）が適用となります。
なお、従来の早朝夜間割引の対象区間等に変更はありません。

拡充して実施の割引

前倒しで実施の割引

従前から実施の割引
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全車種
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早朝夜間割引100km以下早朝夜間割引100km以下

平日深夜割引
全車種

平日深夜割引
全車種

休日深夜割引
全車種

平 日

深夜割引
全車種

平日
夜間
割引
全車種

休日深夜割引
全車種

休 日

深夜割引
全車種

通勤割引
100km以下

全車種

通勤割引
100km以下

全車種
深夜割引
全車種

休日昼間割引
100km以下
軽・普通車
一日2回まで

通勤割引
100km以下

全車種

通勤割引
100km以下

全車種

9～16

9～16

9～16

9～16

22～0時
　100km以下
　５割引
　
　100kmを
　超える場合
　３割引

H20. 10. 14～H21. 9. 30
（拡充して実施）

H20. 10. 18～H21. 1. 31
（拡充して実施）

H20. 9. 16～H21. 9. 30
（前倒しで実施）

H20. 9. 20～H21. 9. 27
（前倒しで実施）

0～4時
　距離制限なし
　５割引
4～6時
　100km以下
　５割引

22～0時
　100km以下
　５割引

４割引

0～4時
　距離制限なし
　５割引
4～6時
　100km以下
　５割引

５割引 ５割引

４割引

５割引

４割引 ４割引

５割引 ５割引

３割引

３割引



料金割引の概要と対象路線（本州四国連絡道路）
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平日夜間割引・平日深夜割引

及び休日昼間割引

注２：直通走行でない場合、神戸淡路鳴門自動車道

 

神戸西IC～淡路IC間及び淡路島南IC～鳴門IC間、

 

瀬戸中央自動車道

 

早島IC～児島IC間が２割引。

注１：神戸淡路鳴門自動車道および瀬戸中央自動車道において、本州四国間を直通走行した場合には

 

全区間、直通走行でない場合は淡路島内の利用IC間が割引の対象。
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深夜割引
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注１

休日昼間割引

軽・普通車

ETC割引( 5. 5％割引)

H20.9.20～H21.9.27
（前倒しで実施）

５割引

休日

平日

拡充して実施の割引

前倒しで実施の割引

従前から実施の割引
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ETC割引( ５. ５％割引)

平日夜
間割引
中型･大
型･特大

注１

平日深夜割引
中型･大型･特大

注１、注２

H20.9.16～H21.9.30
(前倒しで実施)

H20.10.14～H21.9.30
(拡充して実施)

４割引

平日深夜割引
中型･大型･特

大
注１、注２

５割引

３割引

H20.9.16～H20.10.13
(前倒しで実施)



物流機能の強化に向けた料金割引社会実験の効果

東名、名神、東名阪道等で、夜間割引時間帯の開始時間を0時から22時に前倒しする社会実

 験を実施した結果、ドライバーから好評をいただいています。

7

東名、名神、東名阪道等をご利用のトラックドライバー、一般ドライバーのご意見

深夜割引の拡充への評価

30.4%

8.8%

38.5%

39.7%

34.2%

36.3%

20.2%

45.7%

満　　足
どちらかと
いうと満足

0% 20% 40% 60% 80%

凡　例

３道路計

東名阪道

名　神

東　名

割引実験開始での運行変化（複数回答）

11.8%

33.8%

28.9%

22.1%

18.1%

16.7%

0% 25% 50%

割引のための
乗り直しを減らせた

割引開始待ち時間が
減り早く着けた

高速利用距離が伸び
運転時間が減らせた

SA、PA待機時間を
短縮できた

割引があるから
高速道利用できた

料金所手前で待機の
必要が無くなった

SAご利用者

・料金所手前での割引開

 始待ちが減らせた

(芦屋IC→大津ICご利用)

・高速に乗れる距離が増

 え運転負担が減った

(大阪内IC→愛知内ICご利用)

・割引のおかげで高速に

 乗れた

(御殿場IC→東京ICご利用) 平成１９年７月

 

国土技術政策総合研究所調べ
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10時 13時 16時 19時 22時 1時 4時 7時

実験前
実験中①
実験中②

大型車の転換に
より騒音が低減

（時）

等
価
騒
音
レ
ベ
ル

（ｄB）

要請限度（昼間：75dB、夜間：70dB）

■一般国道28号（淡路市久留麻） 道路騒音レベル

※実験前 ：H19.7.24
実験中① ：H19.9.25
実験中② ：H19.11.27

物流機能の強化に向けた料金割引社会実験の効果

8

神戸淡路鳴門自動車道において、本州と四国間の直通走行と淡路島内区間走行の大型車を

 対象とする夜間割引の社会実験を実施したところ、淡路島で一旦現道に降りていた大型車が

 減少し、沿道の夜間騒音が改善しました。

沿道環境が改善
(淡路島内の夜間騒音が減少)

■国道28号（淡路市久留麻）道路騒音レベル

本四道路本四道路

一般道路一般道路
（国道（国道2828号）号）

淡路市久留麻

淡路島南ＩＣ

東浦ＩＣ
淡路ＩＣ

西淡三原ＩＣ
洲本ＩＣ

鳴門北ＩＣ

津名一宮ＩＣ

北淡ＩＣ

高速道路に
転換

垂水ＪＣＴ

71

167

50

100

150

200

実験前 実験中
※実験前：H18.9.2～H19. 1. 1
実験中：H19.9.1～H19.12.31

淡路島内で現道に降りる
大型車交通の変化
（0～4時、大型車）

台
数

/
4
h

約61%減少
（▲約100台）

157

62



都市内物流の効率化

 （東大阪ＦＱＰ協議会によるアクションプランの作成と実現に向けた取り組み）

【取り組み状況】

 

・２００６年１１月、東大阪ＦＱＰ協議会を設立。地域の課題改善に向けたアクションプランを作成し、

 
その実現に向け、地域が一体となった取り組みを実施。

アクションプランの概要アクションプランの概要

◆東大阪流通業務地区の位置図

課題課題

■物流貨物車等の
路上駐車が日常的
に慢性化し深刻な
状況であるなど、
地域に課題が存在

位置図位置図位置図位置図

アクションプランアクションプラン

改善策検討改善策検討

パートナーシップによる取り組みパートナーシップによる取り組み

地域の課題地域の課題

取り組み取り組み

都市内物流の

 

効率化

 

都市内物流の
効率化

周辺住民

 

周辺住民

警察

 

警察
運送業

 

運送業

荷主

 

荷主
商工会

 

商工会

事業所

 

事業所

２００７年

 
３月作成

関係者が諸課題の解決を目指し自主的に

 

取り組むことができる施策

２．マイカーの路上駐車削減

１．トラックの路上駐車解消

３．走行ルートマネジメント

４．地区の環境改善

・指導、啓発活動
・規制強化

・東大阪物流パーキングの整備
・駐車休憩スペースの情報発信

・生活道路への流入抑制
・地区へのアクセスルートマップ

・緑化、美化活動
・アイドリングストップ

今年度の取組み今年度の取組み

■協議会、ワークショップを通じて、
利害が異なる関係者間の調整を
図り、アクションプランを実行する。

協議会の様子

■中環東大阪休憩所（北行き）
平成20年6月オープン

■中環東大阪休憩所（南行き）
リニューアル付帯工事着手

物流パーキングの整備

利用状況 中環東大阪休憩所（北行き）

9

路上駐車の状況実施（予定）路線

社会実験(車線規制）の実施

■車線減少の措置
■交通実態調査
■アンケート・ヒアリング
■物PA等への誘導施策

慢性的な路上駐車(地区内道路）
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